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「メタバース/Web3 研究会」 

趣 意 書 

 
 いま、人間社会を支えるインターネットが、大きな変革を迎えようとしています。 
 技術のある誰かが情報を発信し多くの人々は受け手であった「ホームページの時代」の
Web1.0 を経て、現在は誰もが双方向で情報を発信し、いつでも ICT が享受できる「SNS/
クラウドの時代」でありWeb2.0 と呼ばれています。そして、新しい「メタバース/Web3 の
時代」が到来しようとしています。 
メタバースは新たなビジネス・生活の場として、現実と仮想空間の境界をなくし、複数の

世界（メタバース）で活動することで、新たな経済圏を形成すると予測されています。GAFA
の一角であった Facebook が Meta と名を変え、多額の投資を行ったことで大きく注目を集
めるようになりました。 

Web3 の世界ではブロックチェーンをはじめとした技術により、あらゆる情報が分散管理
され、Web2.0を席巻した巨大プラットフォーマーを介することなく会社や個人の情報が流
通し、人々が NFT（非代替性トークン）によって支えられる DAO（分散自立型組織）など
のように特定の管理者を持たない自立組織で活動するようになると言われています。 
 これらの技術によって、産業・健康・環境・交通・観光・行政など、様々な業種・業態が
分野を超えて高度に連携することで、スマートシティの実現が加速します。例えば、「現実
にある製品」と「仮想空間の製品モデル」を接続し、生産過程で生まれる環境負荷を蓄積さ
れたデータから連係し、シミュレーションすることで、よりサスティナブルな製品開発が効
率的に行えるようになります。 
 京都は、多様な産業構成と価値観が物理的にも集積した、先進実験の実施に適した特性を
備えた地域です。しかし、メタバースやWeb3 がどのように社会活動に影響を与え、巨大な
経済効果を生むのか、そして自社のビジネスにどのように活用できるのか、もしくは影響を
与えるのか、多くの企業が状況を窺っているのが現状ではないかと思われます。 
本研究会は、これからメタバースやWeb3に飛び込みたいと考える企業に参加いただき、

企業間の関係構築や人材育成によりエコシステムを形成し、京都の地域産業の発展・振興を
図ることを目指します。 
本研究会の趣旨にご賛同のうえ、ご参加をお願い申し上げる次第です。 
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